
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
以上の背景には、近年の住宅省エネ性能についての社会的関心の高まりによって、国の基準を上回

る、より高い断熱性能を備えた住宅の普及が求められるようになってきたことがあります。 

本シンポジウムでは、このラベリング制度をめぐって、関係者の方々にその内容と策定の経緯など

をお話しいただき、この制度がもたらす波及効果などについて参加者を交えて議論いたします。 

 

 

プログラム 敬称略 

司会進行 石原 英喜 住まいと環境 東北フォーラム理事 

（株）北洲 北洲総合研究所所長 

１. 開会挨拶、趣旨説明  

石川 善美 住まいと環境 東北フォーラム副理事長/東北工業大学名誉教授 

 

２. 健康省エネ住宅をとりまく最新動向   

吉野 博   住まいと環境 東北フォーラム理事長/東北大学名誉教授 

 

３. 「みやすま健康省エネ住宅ラベリング制度」について 

三浦  俊徳  （一財）宮城県建築住宅センター理事長 

 

＜休憩＞  
 

４. 『HEAT20』による外皮性能水準の考え方 

鈴木  大隆  20 年先を見据えた日本の高断熱住宅研究会 設計部会長 

          （地独）北海道立総合研究機構 理事 

 

５. ディスカッション 

    吉野博（前掲）、三浦俊徳（前掲）、鈴木大隆（前掲） 

    コメンテーター: 小堀 啓 （一財）岩手県建築住宅センター確認評価局 すまいあんしん室室長 

永井 智子 山形県県土整備部建築住宅課 住まいづくり支援主査  

    モデレーター ： 小林 光 住まいと環境 東北フォーラム会員/東北大学准教授 

 

６. 閉会の挨拶  

 若菜 繁 住まいと環境 東北フォーラム副理事長/デュポン・スタイロ（株）技術顧問 

 
 

申込方法は次ページをご覧ください（登録制） 

 

◆2021年 4 月 1 日より「みやすま健康省エネ住宅ラベリング制度」がスタート 

◆新築一戸建て住宅が対象 

◆「（一社）20 年先を⾒据えた⽇本の⾼断熱住宅研究会」が定める『HEAT20』がベース 

◆（一財）宮城県建築住宅センター独⾃の断熱性能基準を定め、適合状況を評価・認証 

 



 

 

以下の URLをクリックしてご登録下さい。 

https://zoom.us/webinar/register/WN_fGto6gBrT5iuotN3XBvHHw 
     

※申込条件として、ZOOMに参加出来るインターネット環境にあること。 

※ZOOMウェビナー登録システムを利用しています。 登録後参加用 URLが送信されます。 

※当日はご登録のお名前でログインをお願いいたします。 

※配布資料は開催日までに取得方法を登録メールアドレスへご連絡します。 

連絡がない方は登録の行き違いの可能性がありますので、お手数ですが事務局までご連絡ください。 

   ※登録フォームがご利用になれない方は、件名に「7/26 住宅ラベリングシンポ申し込み」とし、 

①参加者氏名、②会社名、③メールアドレス（シンポ URLをお送りします）、 

④住所、⑤電話番号を明記の上、事務局 htoenv@rio.odn.ne.jp へメールでお申込みください。 

 

 

みやすま健康省エネ住宅ラベリング制度 https://www.mkj.or.jp/eco/labeling 

 

(一社) 20 年先を見据えた日本の高断熱住宅研究会」 http://www.heat20.jp/ 

 

 

 

 

主  催 住まいと環境 東北フォーラム 

共  催 （一財）宮城県建築住宅センター、（一財）岩手県建築住宅センター 

後  援 山形県  

【問い合わせ・連絡先】 

住まいと環境 東北フォーラム事務局 

E-mail ： htoenv@rio.odn.ne.jp   

TEL：022-221-9042 FAX：022-221-9243 
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